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新潟気象台は平年より７日遅れの6月18日に梅雨入りしたと発表しました。夏至が過ぎマラソンで言えば折り

返し地点を回ったところといえるかもしれませんが、暑さはまだこれからが本番です。熱中症による死亡者

の８割が６５歳以上だそうですので、くれぐれもご注意ください。

R3. 6.25
第９８号

（毎月発行）題字は小千谷西高等学校の生徒の作品です。

回覧

今回は、よりどころショップの日用品・雑貨部

門で多彩な品を出しておられる佐藤さんをご紹介

します。

佐藤さんは、ご主人が柔道整復師としてやって

おられた整骨院で助手としてお手伝いされていま

した。整骨院を平成28年に閉じることになったた

め、住居部分を含めた不用品の一部と、お姉さん

が営んでおられた履物卸の商品の一部を出品され

ています。履物については、トンガ王国に3,000足

ほどを寄付されたそうです。

展示されている品物はアクセサリー等の小物から履物、食器まで様々ですが、中にはご主人の

お父上が東京で柔道家として活躍されていた関係でそのコレクションの一部もあるそうで、一見

の価値があるかもしれません。

佐藤さんは大変活動的で、今も頼まれれば農作業のお手伝い等もされているそうですが、時々

よりどころに顔を出されますので、それぞれの品物の由来について聞いてみたらいかがでしょう

か。

よりどころショップ情報 （出店者紹介⑦）

佐藤さん（東栄）

☆ 直売所だより ☆

野菜直売コーナーは春の山菜から夏野菜に切り替わりつつあります。これ

から、地元産の新鮮なキュウリやナス等も出品が増えていきますので、でき

れば早めの時間にのぞいてみてください。

（土曜日・日曜日以外、10時から16時まで営業しています。）
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６～７月のイベント

７月 １日（木） オカリナ教室

７月１５日（木） オカリナ教室

会場 東栄会館２階

時間 10:00～11:30

参加費 700円（会員）

地域おこし協力隊員を訪問（１）

小千谷市内で４名の地域おこし協力隊の隊員が活動されていること

をご存じでしたか？地域おこし協力隊は、人口減少や高齢化の進む

地方へ、都市部から意欲ある住民が移住し、地域力の維持・強化を図

るために様々な地域支援を行う制度です。隊員は最長3年間の任期中に

それぞれの担当する地区の課題に取り組み、任期終了後にはその地区

への定住が期待されています。

このコーナーでは、小千谷市在住の地域おこし協力隊員を訪ね、どのような想いから小千

谷に来られたか、どんな活動をされているのか等について聞いてみたいと思います。

第１回目として、吉谷地区の各務（かかむ）健一さんを勤務先のトレーニングセンターに

訪ねお話をお聞きしました。

各務さんは愛知県のご出身ですが、国内および海外で営業と人事のお仕事や会社経営など

幅広くご活躍された後、地方を元気にしたいというお考えから地域おこし協力隊に応募され

ました。愛媛県での勤務を経て、昨年の２月に小千谷に赴任され、令和５年１月までの予定

で活動中です。

応募先として小千谷を選択された理由は自然豊かなところであったことだそうです。赴任

早々に雪の歓迎を受けた各務さんは、周囲が白い雪で覆われている景色を見て心が洗われる

ような気持ちになったそうです。今年は屋根の雪下ろしも体験されたとのことです。雪解け

と共に春を迎える、雪国特有の楽しみも実感していただけたのではないかと思います。

吉谷地区では、１１の町内会長が集まる協議会以外に、「吉谷の未来を考える会」が組織

され地域の課題解決について話し合いが行われています。各務さんは吉谷の課題解決のため

の仕組みづくりや、活性化のための事業計画を支援

しておられます。

各務さんは週5日、吉谷トレーニングセンターの

事務所で勤務され、赴任以来、ＳＯＳ雪下ろし隊の

編成、買い物移動支援サービスバスの試験運行など

を企画し運営されたとのことです。各務さんは、高

齢者が家に引き込もらないで、外に出て行くことを

支援したいと話しておられました。

高齢化や移動手段の不足という問題は、東小千谷

と共通しており、これからも情報交換を含めた交流

ができればと考えます。
各務さん（トレーニングセンター前にて）
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